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 【来週の予定】                                      ※9:30登校 40分授業                   

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

23（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

24（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

25（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

26（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

27（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※23 日教育実習開始 26 日午後歯科検診  

mamas café 来週の日替わりランチ  

23 日（月） 24 日（火） 25（水） 26（木） 27（金） 

しょうが焼 
ミートソース

パスタ 
唐揚げ 

煮込み 

ハンバーグ 

ミックスフライ 

100 円カレー 

 

 【今日のいいね！】 

 

  今週月曜日に本校体育館隣に「フリースク

ールたちばな」が開校し、1名の入学者を迎

えました。この場所は文字通り「止まり木」の

ようになってほしいと願っています。その願い

の通り、すっかりくつろいでいらっしゃる先生の

姿を盗撮しました（笑） 

これから少しずつ入学希望者が増えていく

と思います。活動日は月水金の3日間で、時

には立花高校内でも交流を行う事もあると思

います。学びのスタイルは人それぞれ。立花高

校の生徒さんであろうが、フリースクールの生

徒さんであろうが、同じ仲間同士です。どうぞ

よろしくお願いします。興味のある人は、帰り

がけにでも、ちょっぴり覗いてみて下さいね。 

 

止まり木 

 不確かな知識なのですが、マグロやカツオは泳ぎ続けなければ死んでしまうそうで

すね。どんな仕組みで泳ぎ続けることが必要なのかわかりませんが。限界までスピー

ドを落として泳ぎながら睡眠をとっているそうです。これは生物学的には本当に稀有

な例で、基本的に生物は休息をとらなければ命を維持することは不可能です。 

 

 気持ちよさそうに空を飛ぶ鳥たち。彼らにとっても「止まり木」はとても大切です。電

線の上に止まっているスズメや、校庭に木々でさえずる小鳥たちは、マグロやカツオ

のようにずっと飛び続けることはできないのです。翼を休めるための一本の枝が、そ

の命を救っているのです。オアシスのような行き届いた環境でなくても、ほんの小さな

一本の枝があるだけで、翼を休めることができる・・・意味深く感じます。 

 

 私達の思い描く「休息」と「一休み」は少々違いがあるのかもしれません。整った環

境でゆっくり休める「休息」も、止まり木に一瞬止まって翼を休めることができるよう

な「ほんのちょっとの一休み」も、どちらもとても大切ですよね。私のささやかな夢なの

ですが、学校もそんなオアシスや止まり木のようであっても良いと思うのです。 

 

 学校の疲れを家庭で癒すのも日常の疲れを学校で癒すのも、どちらも素敵ではな

いですか？「学校は学ぶところ」と言う前提からほんのちょっと解放されるだけで、学

校は止まり木にもオアシスにもなれると思うのです。気を張って緊張して過ごさなけ

ればならない場所でなくとも、各々のスタイルで学校の意義を考えれば良いのです。 

 

 学校の中に止まり木が必要ですし、何なら学校そのものを止まり木として考えても

良いのでは？私達はもっと「休息」「ちょっと一息」を大切に考えるべきだと思います。 

 


